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[1] 自然数全体の集合Nの部分集合 Aで，「Aまたは Ac が有限集合である」とい
うようなもの全体を集めて得られるN上の有限加法族を F とする．F 上の完全加法
的測度とはどのようなものか．具体的に記述せよ．

[2] 4/18の授業のように，実数の集合Rの部分集合で，A =
n⋃

j=1

(aj , bj ], (disjoint

union)の形のもの全体のなす有限加法族を F とする．(n = 0のときは，A = ∅と
解釈し，また bj = ∞のときは，(aj ,∞] = (aj ,∞)と解釈する．) 一方，R上の関数
H(x)を

H(x) =
{

1, x ≥ 0の時，
0, x < 0の時，

とおき，有理数全体に番号を付けてQ = {p1, p2, p3, . . . }とする．(もちろん，n �= m

ならば pn �= pm とする．) ここで

f(x) =
∞∑

n=1

1
2n

H(x − pn)

とおいて，この増加関数 f(x)を使って，4/18の授業のように F 上の有限加法的測
度mを定める．このmはどのようなものか，具体的に記述せよ．またこのmが完
全加法的かどうか，理由をつけて答えよ．

[3] F をX 上の有限加法族，mをその上の有限加法的測度で，m(X) < ∞である
ものとする．このとき以下の 2条件は同値であることを示せ．

(1) 


Ej ∈ F , j = 1, 2, 3, . . .

E1 ⊃ E2 ⊃ E3 ⊃ · · ·
∞⋂

j=1

Ej = ∅

⇒ lim
j→∞

m(Ej) = 0.

(2) mは完全加法的である．
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